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 ２学期に入ってから、市内の多くの小中学校では学級閉鎖をしています。

上野中学校では、４クラスが学級閉鎖をしました。他のクラスもインフルエ

ンザやかぜで大勢の人が休んだ日もありました。 

１日の気温差が大きかったり、空気

が乾燥してきたりと「かぜ」のひきやす

い環境です。これからも、睡眠をしっか

りとり、手洗い等の感染予防に努めま

しょう。 

また、インフルエンザの予防接種も効果があります。おうちの人といつ接種する

かを相談しましょう。 

 

 

 

 

右のイラストのような「要

注意」の人は、書いてあるこ

とと反対のことをすれば予

防対策になりますので、自

分の生活を少しずつ変えて

「ウイルスに負けない体」に

なりましょう。 

 

 

   

令和５年１１月１３日 

上野中学校 ほけんだより  №８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月９日は「いい空気の日」 

室内にウイルスや細菌がとどまって、かぜやイン

フルエンザにかかりやすくなります。 

汗や給食などのにおいがこもって、嫌な

においになります。 

人は１日に 480ℓもの二酸化炭素を出します。

空気中に二酸化炭素が増えると酸素が不足し、

頭痛や吐き気の原因にもなります。 

窓を閉めきっていると結露ができやすいで

す。結露ができると、カビやダニが発生しやす

くなり、アレルギーなどの原因になります。 

空気の「入口」と「出口」ができるように

２か所以上の窓を開けましょう。 

また、部屋の対角線の窓を開けると空気の

通り道ができて効果的です。 

放課中に、教室の窓を開けて空気

の入れ替えをしよう！ 

 上の４つのことが解消されます。みん

なの健康のため、さりげなく窓を開け

られる人になりたいものです。 


